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第１回目の検討会レポートは、2012年10月31日、11月14日、11月28日、12月18日に実
施した検討会活動をご報告致します。

初回2012年10月31日冒頭はキックオフを実施しました。
中部経済産業局 平成24年度地域新成長産業創出促進事業費補助金（地域新成長群創中部経済産業局 平成24年度地域新成長産業創出促進事業費補助金（地域新成長群創
出事業）においての本活動の位置づけや成果目標について主旨説明を行い、検討の方
法（http://www.jmac.co.jp/special/health_care/pdf/approach.pdf）の確認や、2013
年3月末のゴールイメージの共有を図りましました。

その後、早速、日本能率協会コンサルティング チーフ・コンサルタントの渡部より、
医療機関関係者や被災地の声を基にした要求ニーズをご紹介し、以下３点について日
進 療 検 整 を な時 を掛進医療器と共に検討・整理を十分な時間を掛けて行い、NFS（Needs Function 
Seeds）変換表（http://www.jmac.co.jp/special/health_care/pdf/nfs.pdf）を作成しま

した。

＜１点目＞は要求ニーズ内容から、顧
客が伝えたいことが何かを読み解き、
ニーズキーワードを明確化します。こ
こでは、顧客プロセス(緊急・災害発生
～救出～搬送～治療)に沿って要求ニー
ズの背景／理由を考え、顧客が求めて
いることを一言で言い表すニーズキー
ワードを抽出することがポイントにな
ります。
＜２点目＞は要求ニーズ内容とニーズ

検討会の様子

＜３点目＞は要求ニーズ内容とニーズキーワードを充足させる製品仕様・機能を発想し
て明確化します ポイントは各製品仕様・機能を従来機能と新機能の観点から眺め 要

＜２点目＞は要求ニ ズ内容とニ ズ
キーワードを基に、顧客によるニーズ
の強弱の違いを明確化します。こちら
のポイントとしては、顧客プロセス(緊
急・災害発生～救出～搬送～治療)度を
もとに重みづけすることになります。

て明確化します。ポイントは各製品仕様・機能を従来機能と新機能の観点から眺め、要
求ニーズ内容やニーズキーワードが、どの製品仕様・機能と関連してくるかを明確にし、
製品仕様・機能間で相対的に重みづけをすることになります。

次に標準化対象の検討に入り、ニーズキーワード等を基に製品を用途、シチュエーショ
ン等で分類し、どの製品仕様・機能をどの製品で実現させるかの検討に進んでいます。

次回 第２回検討会レポ トは２月下旬を予定しています
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次回、第２回検討会レポートは２月下旬を予定しています。

【お問合せ】 株式会社日本能率協会コンサルティング
TEL.03-3434-0982 mail :healthcare_jmac@jmac.co.jp

URL：http://www.jmac.co.jp

■ 本事業に関するご紹介はこちらから >> http://www.jmac.co.jp/special/health_care/


